
1994年 出上の木簡

考
え
ら
れ
る
層
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
整
地
作
業
後
に
新
た
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
一
や
Ｓ
Ｄ
〇

一
二
な
ど
の
溝
状
の
施
設
な
ど
が
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
一
や
Ｓ
Ｄ
〇

一
二
な
ど
の
遺
構
か
ら
の
出
土
遺

物
は
、　
三
ハ
世
紀
代
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
姉
川
城
に
お
け
る
新
し
い
段
階

の
施
設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
下
層
に
あ
た
る
卜
Ｓ
Ｄ
〇
二
四
が
検
出

さ
れ
た
層
か
ら
は
こ
の
他
に
も
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
四
な
ど
の
溝
状
の
施
設
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、

多
数
の
小
区
画
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
区
画

群
の
時
期
は
、
出
土
遺
物
よ
り
お
お
む
ね

一
四
世
紀
の
前
葉
が
上
限
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
後

一
六
世
紀
代
に
か
け
て
数
回
の
盛
土
整
地
が
行
な
わ
れ
て
、
こ
の

よ
う
な
小
区
画
の
統
合
が
な
さ
れ
、
現
況
の
館
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
成
立
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
整
理
作
業
に
よ
り
、
よ
り
詳
細
な
年
代
設
定
や
そ

れ
に
伴
う
施
設
の
性
格
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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な
か
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の
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中
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跡
Ⅲ
区

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
神
埼
郡
神
埼
町
大
字
鶴

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
九
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
埼
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
河
野
史
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衛
の
周
辺
に
あ
た
る
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
園
遺
跡
は
、
神
埼
町
の
東
端
に
位
置
す
る
吉
野
ケ
里
丘
陵
の
西
側
に
形
成

さ
れ
た
、
標
高
約
八
ｔ

一
〇
ｍ
の
低
位
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。
調
査
地
は
、

馬
郡
集
落
の
南
側
に
位
置
し
て

お
り
、
そ
の
東
方
約
二
〇
〇

ｍ

の
地
点
に

「大
嶋

一
斗
二
升
」

と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
た

吉
野
ケ
里
遺
跡
Ⅳ
区

（本
誌
第

九
号
）
、
北
西
約
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
の

動

位
置
に
、
木
簡

一
点
が
出
土
し

佐

た
志
波
屋
四
の
坪
遺
跡

（本
誌

第

一
〇
号
、
吉
野
ケ
里
遺
跡
群
）、



同
じ
く
北
西
約
九

〇

〇

ｍ
の
位
置
に
、
木
簡

六
点
が
出
土
し
た
志
波

屋
三
の
坪
甲
遺
跡

（同

上
）
が
そ
れ
ぞ
れ
分
布

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

北
方
約
三
〇
〇

ｍ
の
位

置

（現
在
の
馬
郡
集
落
の

北
端
）
に
は
、
古
代
官

道
の
痕
跡
が
東
西
に
延

び
て
い
る
。
こ
の
北
側

に
は
、
神
埼
郡
行
推
定

地
が
位
置
し
て
お
り
、

一
九
入
六
年
度
の
農
業

基
盤
整
備
事
業
に
関
わ

る
発
掘
調
査
に
よ
り
、

奈
良
―
平
安
時
代
の
多

数
の
建
物
や
溝
な
ど
が

検
出
さ
れ
、
墨
書
土
器

や
箆
描
き
土
器
を
は
じ

め
と
す
る
多
量
の
上
器

類
や
帯
金
具
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

中
園
遺
跡
の
調
査
は
、
県
道
吉
田

・
鶴
線
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
に
伴
う

発
掘
調
査
で
あ
り
、
神
埼
町
教
育
委
員
会
が
佐
賀
県
土
木
事
務
所
の
依
頼
を
受

け
、
工
事
の
計
画
に
従
い
、　
一
九
九
〇
―
九

一
年
度
に
実
施
し
て
い
る
。
調
査

地
は
、
工
事
予
定
地
区
内
で
埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
た
地
点
を
対
象
に
、
五

地
点
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
Ⅲ
区
に
お
い
て
平
安
時
代
の
井
戸

一
基
や

時
代
不
明
の
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
中
世
―
近
世
の
落
ち
込
み
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
井
戸
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
井
戸
は
中
世
ｔ
近
世
の
遺
物
を

伴
出
す
る
大
規
模
な
落
ち
込
み

（溝
力
）
の
底
部
付
近
に
お
い
て
検
出
さ
れ
て

お
り
、
径
約
六
ｍ
の
円
形
の
掘
形
の
中
に
、
井
戸
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
上

部
は
落
ち
込
み
の
掘
削
時
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
深
さ

約

一
。
二
ｍ
で
、
長
さ
約

一
四
〇
軸
の
板
材
を
組
み
合
わ
せ
た
枠
が
、
四
段
残

存
し
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
、
多
量
の
土
器
類

（土
師
器
の
杯
・
皿
・
椀
、
黒
色

土
器
Ａ
類
椀
、
須
恵
器
杯
の
転
用
硯
な
ど
）
や
木
製
品

（曲
物
・
槌
・
連
歯
下
駄
・
木

簡
・
糸
巻
具
状
木
製
口∪

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
簡
の
ほ
か
に
、
曲

物
の
底
に

「十
」
字
が
、
黒
色
土
器
Ａ
類
椀
の
外
面
底
部
に
は
、
判
読
不
明
の

墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文
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1994年 出上の木簡

上

・
下
端
及
び
右
側
が
欠
損
し
て
お
り
墨
書
は
左
側
に
寄
っ
て
い
る
。
左
側

に
は
粗
い
面
取
り
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
文
字
の
左
端
ま
で
も
こ
の
加

工
に
よ
り
消
失
し
て
お
り
、
本
来
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
墨
書
さ
れ
た
文
字

は
四
文
字
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
上
か
ら
二
番
目
と
三
番
目
の
文
字
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
文
字
が
接
近
し
て
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
正
確

な
文
字
数
の
判
断
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
表
面
は
、
墨
書
さ
れ
た
面
は
削
り

痕
が
斜
め
方
向
に
認
め
ら
れ
る
が
、
比
較
的
平
滑
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
裏
面

は
、
木
目
が
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
表
面
処
理
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
墨
書

の
さ
れ
た
面
に
は
、
さ
ら
に
他
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

痕
跡
が
ほ
ぼ
全
体
に
認
め
ら
れ
、
現
状
で
肉
眼
で
確
認
さ
れ
る
墨
書
は
、
こ
れ

ら
の
上
に
重
ね
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
か
ら
、
こ
の
遺
物
は
片
面
の
み

を
平
滑
に
加
工
し
た
板
材
に
、
文
字
を
記
し
て
は
削
っ
て
消
し
、
再
度
ま
た
文

字
を
書
く
と
い
う
行
為
を
、
繰
り
返
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
習
書
に
用

い
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
土
遺
物
に
は
、
こ
れ
ら
の
木
製
品
の
他
に
、
土
師
器
や
黒
色
土
器
Ａ
類
な

ど
比
較
的
良
好
な
資
料
が
あ
り
、
土
師
器
は
山
本
信
夫
氏
に
よ
る
杯

・
皿
の
変

遷
に
お
け
る
Ⅵ
Ｉ
Ⅶ
期
に
該
当
し
、
黒
色
土
器
Ａ
類
の
椀
は
、
森
隆
氏
に
よ
る

九
州
系
黒
色
土
器
の
分
類
に
お
け
る
Ⅲ
類
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら

よ
り
木
簡
の
時
期
は
九
世
紀
中
頃
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
九
州
歴
史
資
料
館
の
倉
住
靖
彦
氏
に

ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
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